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■会長報告	 渡辺喜代美 会長
　本日は、ロータリージャパンの新着情報からご報告
申し上げます。7月26日付けの、地区別クラブ数・会員
数・出席率の一覧表が掲載されました。集計は2013年5
月末日現在ですが、第2500地区は会員数2269名、出席
率82.67%です。帯広RC2012-13年度平均出席率は、

82%ですので、ほぼ地区と同じ。では全国34地区で、出席率の高い地
区を紹介しますと、1位が第2760地区（愛知）93.06%、2位第2680
地区（兵庫）91.44%、3位第2700地区（福岡・佐賀・長崎）90.22%。こ
の3地区の会員数を見てみますと、順位順に66名、20名、1名と会
員が増えています。一概に結論は出せませんが、「会員が増えると、
出席率がアップする！」と言えるのではないでしょうか？
　帯広RCも7月にはいりまして、3名の新入会員をお迎えすること
ができました。暑い夏ではございますが、どうぞみなさん体調に気
をつけ、例会出席下さいますようお願い申し上げます。

■委員会活動発表	 記録保存委員長　平原　　隆
基本方針
　当委員会は1989年に特別委員会として設置されて
から、今日まで先輩会員が帯広ロータリー 78年間の歴
史と伝統を正しく継承するために努力されてきてい
ます。

　記念誌、例会記録等は最大の遺産であり、時がたつほど大きな意
義を持ち、未来に繋がります。歴史の文献、記録、資料等の散逸を防
ぐことはもとより、書棚の整理整頓に加え国際ロータリーの文献、
記録、資料の整理もして、ロータリー活動の理解と啓蒙の一助にな
るように努めます。
活動計画　1、例会プログラムの担当（卓話）
　　　　　2、文献、資料、記録の保存と整理
　　　　　3、記録保存の啓蒙
　また、帯広大谷高校野球部が甲子園の初出場を決めました。私も
関係者でありますので、応援させて頂いておりますが、皆様ももし
宜しければ、寄付の方を頂ければ幸いです。
　例会終了後に、ロビーにてお待ちしておりますので、よろしくお
願い致します。

■プログラム「新会員卓話」	 プログラム委員会
廣田　　誠 会員

　皆様こんにちは、7月10日に歴史と伝統のある帯広
ロータリークラブに入会しました、NTTドコモ帯広
支店の廣田でございます。
　6月13日に着任し1か月半となり、帯広での単身赴任
生活や、帯広ロータリークラブの参加も4回目となり

大分慣れて参りました。
　しかし、会員が89名と多い事と、私自身が顔と名前を覚えるのが
苦手という事もあり、なかなか覚えるのに時間がかかると思います
が、失礼しないように出来るだけ早く覚えられるよう頑張って参り
ますのでよろしくお願いいたします。
　私は昭和38年1月に旭川で生まれ、それは、それは可愛い赤ちゃ
んだったと親から聞いておりますが、写真を見ると親のひいき目だ
なと思いました。
　私も子供が出来た時は、うちの子が1番可愛いと思って育てた記
憶と、やはり今でも子供は可愛いし、いくつになっても子は子であ
り、親ってそういうものなのだと、スピーチを考えながらあらため
て感じております。
　その後、すくすくと育ってはいたのですが、中学までは1番背が
低く、何をやるのも1番前で、特に整列では前へならえをした事が
なく、後ろの人たちを羨ましく思いながら過ごしておりました。

　また、どうにか背を高くする方法が無いかといろいろ考えジャン
プすれば・・・ということでバレー部に入りましたが、一向に背は高
くならず、バレーは1年で辞めてしまい、背が低くてもどうにかな
りそうな卓球部に入りましたが、当時の女子受けは、野球、バレー、
サッカー、テニスであり、卓球は大会があっても応援に来てくれる
女子もなく、つまらないなと思いながらも、勉強一本に集中する気
にもなれないので卓球を続ける事にし、卒業式も第2ボタンを付け
たままの卒業となりました。
　高校に入ったら、何と前から8番目ぐらいになっていて、前へな
らえが出来とても嬉しかった事を覚えております。
　また、当時は、つっぱりみたいなファッションが大流行し、私もパ
ーマをかけだし、学生服も普通よりちょっと短めにしたりしていた
ら、意外と、もて出して人生って楽しいなと青春を謳歌していたの
を強く覚えております。
　青春を謳歌し過ぎていた事もあり、親からは頻繁にまじめに学業
に励めと言われ続けていたため、早く家から出て誰からも何も言わ
れない生活を送りたいと願いだし、その気持ちは変わることなく、
就職する事にし、当時の電電公社に入社する事になりました。
　電電公社からの採用通知には、帯広統制無線中継所と記載されて
おり、正直、帯広って何処？無線中継所って何？という感じで、当時
はネットも無いので調べるには誰かに聞くという方法が一般的で
親に聞いたところ、帯広は道東にあり、人口17万人で札幌、旭川、函
館、釧路、に次いで北海道第5番目の都市である事を教えてもらい、
遊ぶ所も有りそうだし村とかで無くて良かったという感じでした。
　無線中継所については、山の頂上にある、パラボラアンテナみた
いなのが中継所って言うらしいと教えられて、え？山の頂上？そん
な所で働くの？山の頂上に何年居ればいいんだろう？風呂とか食
事とかどうすんだろう？といっぱい不安を抱えながら帯広統制無
線中継所なる事務所、今の東3条南12丁目にある赤白の鉄塔がある
建物内に事務所があり、そこに着任すると山には年に数回しか行か
ず、通常はこの事務所で勤務する事を聞き安心したのを覚えており
ます。
　それと同時に西1条南29丁目の南郷寮という独身寮で生活を送
ることになり、初めて親元を離れて暮らす事になり、料理も金の管
理も何も出来ない私としては有難い事でした。
　そうこうしているうちに20才になり、成人式とその夜のディス
コで妻と知り合い、3年後の23才の時に帯広で結婚式を挙げ、途中、
旭川に転勤するも、再び帯広勤務となり、約11年間帯広で生活した
後、札幌に異動となりそれからは年1回程度、妻の親に会いに帯広
に来るぐらいとなりました。
　札幌に異動後は、近郊にある石狩市に家を建て、札幌を主勤務地
としつつ東京での単身赴任も経験しながらという生活を送ってお
りました。
　2年前に東京の単身赴任が解消され札幌に戻ってきたばかりで
したが、今回帯広勤務を命ぜられ、約20年ぶりに入社地である帯広
復活という、何とも運命めいた物とつくづく帯広に縁があるなと感
じております。
　現在の家族構成ですが、25才の長女と23才の長男の4人構成で
すが、長男は東京の方で働いているので、妻と長女の2人を自宅に
残して、私は今、帯広での単身赴任となっております。帯広は第2の
故郷的存在であり、今回の帯広命令は大変嬉しく思っており、再び
異動の命令があるまで十勝を満喫すべく日々楽しんでおります。
　生い立ちや暮らしっぷり等は以上で、趣味の話をさせて頂きたい
と思います。
　私の趣味は主に4つありまして、1つは、テニスです。
　札幌では、サークルに所属し、毎週土日にそれぞれ3時間はプレ
ーしており、雨が降っても、小学校の体育館を借りてプレーするほ
どテニス好きで、こちらでもすぐに東にあるテニススクールに入会
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い）」の開発責任者をはじめ各界で活躍しています。私は今もあの暑
かった夏の延長戦を彼らと共に戦っています。チームメイトの一員
であり続けるために努力する、それが私のモチベーションの源です。
　1988年、早稲田大学を卒業後、日産自動車㈱に就職しました。志
望理由は、その高い技術力と世界規模で伸びる自動車需要にありま
した。
　自動車会社の社会貢献活動のひとつは、高い環境技術を開発し、
それを普及させることです。日産には「ダウンサイジング」「クリー
ンディーゼル」「ハイブリッド」「電気自動車」とフルラインナップで
高い環境技術があり、特に電気自動車ではリーダーです。電気自動
車「リーフ」は走るだけでなく、蓄えた電力を家庭に供給する

「LEAF to Home」という機能を有します。「リーフ」の充電能力は一
般家庭で消費する電力の2日分で
す。万一の冬の停電時、寒い思いを
せずに過ごすことができるので、
北海道ではその有益性をより享受
できることと思います。
　環境技術に関しては、また別の
機会に詳しくお話しさせていただ
きます。

■会務報告	 小田　　剛 幹事
①帯　広RC、8月14日（水）の例会は、休会と致します。
②帯広東RC、移動例会開催（道の日清掃）のご案内
　日　時　8月8日（木）午前10時
　場　所　帯広中央公園北側広場
※尚、8月13日（火）の繰上げ例会と致します。
③帯広南RC、8月12日（月）の例会は、休会と致します。
　帯広西RC、8月15日（木）の例会は、休会と致します。
　帯広北RC、8月16日（金）の例会は、休会と致します。
④帯広RAC、例会開催のご案内
　日　時　8月3日（土）午後2時
　場　所　ヴィラかいせい
　内　容　お困りですか？（社会奉仕委員会）

■新会員紹介	 飛岡　　抗 会員増強委員長

河村　知明 君紹介
推薦者　奥原　　宏 会員

■委員会報告
・にこにこ献金	 親睦活動委員会　池田　健太 会員
白石　俊之 会員
　15日の夜、突然呼吸困難になり救急車で搬送され入院しました。
その夜、透析を2回受け落ち着きましたが、心カテの結果、冠動脈に
狭窄があり、ステントを2か所に入れて元気になりました。
平原　　隆 会員
　帯広大谷高校野球部、甲子園出場に応援よろしくお願い致します。
橋枝　篤志 会員
　明日から北洋銀行跡地（西2条9丁目）で、ビアガーデンを開設致し
ます。前売券、絶賛発売中です。1枚1500円です。帯広商工会議所窓
口で販売しておりますので、よろしくお願いします。
池田　雄一 会員
　先日10店舗目となる住宅ショールームが、札幌のイオン苗穂店に
オープンしました。札幌に御寄りの際は、ぜひお立ち寄りください。
奥原　　宏 会員
　新入会員として、河村君が入会しますよろしくお願いします。
河村　千明 会員
　本日入会させて頂きます。よろしくお願いします。

・出席報告	 太田　隆博 出席委員長
7/31例会の会員総数	 90名　免除会員5名　出席数　64名　免除会員0名
7/17例会のメークアップを含む出席者数及び出席率	 出席数77名　出席率91.7%

■次週のプログラム予定
8月7日（水）「食の街づくりをテーマに〜芽室町でのコーン炒飯の事例を交えて〜」
十勝芽室コーン炒飯地域活性化協議会事務局長　渡辺　浩二 様（広報委員会）
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↑携帯サイトが
できました。
バーコードリー
ダーで読み込む
事ができます。

し、そこで知り合った方々とスクール以外にもプレーさせて頂き、
帯広、札幌とテニスライフをエンジョイさせて頂いております。こ
の中で、テニスの好きな方が居れば、是非ご一緒にプレーしたいの
で、お声を掛けて頂ければと思っております。
　2つめは日本酒でして、外で飲むというよりは、金曜、土曜に自宅
で冷蔵庫に冷やしておいた原酒無濾過系の日本酒を味わいながら
飲むのがとても大好きで、これはほぼ毎週欠かさず、たしなんでお
ります。また、いろいろな銘柄を試したい方なので、帯広できき酒み
たいなイベントがあれば是非参加したいので情報をお待ちしてお
ります。
　3つめはペットの犬で、飼っている犬種はウエストハイランドホ
ワイトテリア、別名ウエスティーと呼ばれている中小型犬のメスで
す。犬は帰宅時に唯一私を玄関まで迎えてくれて、うれしそうにシ
ッポを振ってくれますが、妻や子供はそうはいかず、遠くの方から
聞こえる妻の小さなお帰りの声より、はるかにうれしいものです。
　最後の1つは、これから趣味にしたいと思っているものでゴルフ
です。
　私は、過去に5回程度しかプレーした事は無く、それも約8年前の
話で、その時のスコアは130〜150でゴルフというよりは、鉄の棒を
持って走るクロスカントリーという新競技のような状況だったた
め、私には向かないと判断し、それからはやっていませんでしたが、
今回の異動を契機に先々週、前会長である奥原社長と一緒にプレー
させて頂いた時、何と117という、私的には上々のスコアでラウンド
する事ができました。機会があれば皆様方とプレーさせて頂ければ
と思いますのでお誘いよろしくお願いいたします。
　それでは最後に仕事の方の紹介をさせて頂きます。
　冒頭の方で触れましたが、昭和56年4月に電電公社に入社し、当時
は事務職と機械職と別れ、機械職でも、大きく線路、交換、伝送、無線
等分かれていて、私は無線という背番号を付けられ無線的な仕事を
行うことになりました。
　確か、NTTの若月支店長は伝送という背番号だとお聞きしてお
ります。
　入社時の配属は帯広統制無線中継所というところで無線である
固定マイクロ回線の保守運用等に従事することになりました。昔は
都市部を結ぶ長距離通信はメタリック回線か電波を活用した無線
固定マイクロ波回線が主流で、そのマイクロ波回線が途切れないよ
う監視、修理するのが仕事でした。
　その後、ポケットベル、自動車電話のサービスが開始され、私は固
定通信から移動通信に主業務をシフトさせていき、平成5年7月に
NTTドコモに転籍し現在に至っております。主に基地局建設場所の
選定や中期的なエリア拡大充実計画や、エリア品質確保計画に携わ
り、今や電気、水道、ガス等に並んで重要な生活インフラである携帯
電話のエリア構築を主に取り組んできました。今後は帯広支店長と
いう立場で、十勝は農業を主とした1次産業を中心に建設業、製造業
等の2次産業に従事される方の比率が高く、そういった産業の生産、
管理の効率化にお役立ち出来るよう、システム提案等を通してしっ
かりとサポートして参りたいと考えております。
　また、ドコモのLTEエリアも9月末には全市町村にエリア拡大さ
れ、高速通信でサクサク使用できるようになり、仕事を離れれば、ご
自宅や遊び先で豊かに、快適に、楽しく、かつ安心して生活が出来る
よう、スマートホンやタブレットを主としたスマートライフの実現
に向けサービスの強化を図って行くことで、十勝の発展に寄与でき
るよう、微力ではありますが、頑張って行きたいと思っております。
今後ともよろしくお願いいたします。

村松　一樹 会員
　今年度5月、髙橋勝坦会員からご推薦をいただき「歴
史と伝統のある帯広ロータリークラブ」に入会させて
いただきました。本日は「新人卓話」ということで、お
時間をいただきます。
　自身の半生を語る上で18歳（高校3年生）の時の出来

事を避けて通れません。
　1980年の夏、私が所属していた東京都立国立高校野球部は西東京
大会で106校の頂点に立ち都立高校として初めて甲子園に出場し、
当時の報道で「都立の星」「文武両道」と騒がれました。チームメイト
はその報道に相応しい素晴らしいメンバーで、蓮舫議員に「2位じゃ
だめなんでしょうか？」と言われたスーパーコンピュター「京（け


